
コロナ禍におけるストレスの増加が従業員のパフォーマンスにも影響を与えるなか、
企業には法令遵守の枠を超えた対応が求められています。

従業員のストレスを抑制し
活力ある組織を実現しましょう

クアルトリクス ストレスチェック調査

コロナ禍で「精神的な
疲労感が増えた」と
回答した就業者は４割、
特にローパフォーマーに
その傾向が顕著にみられる
出典︓クアルトリクス (2021)
「コロナ禍における働き方の実態調査」

ストレスチェックの現状と課題
常時50人以上の労働者を使用する事業場での実施が義務付け
られたストレスチェック。厚生労働省がコロナ禍以前に行った調査に
よると、実施義務対象事業場のうち、82.9％がストレスチェック制
度を実施、それらの事業場でストレスチェックを受けた従業員は
78.0％を占め、制度が浸透していることがうかがえます。しかし、
ストレスチェックを実施した事業場のうち、医師が面接指導した事
業場は約３割にとどまるなど、本格的なアクションはまだ道半ば
です。
近年では、コロナ禍による働き方の変化や景気変動により、ストレ
スを感じやすい環境になっています。クアルトリクスが2021年に
実施した「コロナ禍における働き方の実態調査」では、精神的な
疲労感がコロナ禍以前よりも増したとした回答者が４割を占めま
した。また、ローパーフォーマーのほうが、精神的なストレスの増加
や、会社によるサポートが減少した、という回答をする傾向が顕著
である、という興味深い傾向も示されています。
ストレスチェックを義務だからと実施するだけではなく、従業員がイキ
イキと働くためのアクションを検討する際の重要情報として活用する
ことが求められています。



今後、企業が検討すべきこと
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